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1 一般 9 1 1 234消防力の強化 消防事務に要する経費 消防総務課 　　

①災害活動に必要な装備品及び資機材の整備、消防被服
の貸与。
②災害の増加及び複雑多様化に対応するため、計画的な
資機材整備を継続する必要がある。

94,030 107,342
6精査・検
証

①市民の安全で安心な生活を守るため、消防活動に必要
な資機材、装備品は必要不可欠である。
②災害件数の増加及び訓練による消耗を勘案し、円滑な業
務遂行を維持しつつ、今後も継続した経費削減を図る。

90,479

2 一般 9 1 1 234消防力の強化 消防庁舎の管理運営に要する経費 消防総務課 　　
①消防庁舎各種設備の保守管理業務委託
②消防施設機器の管理及び良好な職場環境の保持は、消
防活動拠点の機能維持に必要であり継続する必要がある。

15,629 16,215
6精査・検
証

①消防の任務遂行のため、消防庁舎機能の保持は必要不
可欠である。
②継続的に保守点検を実施し、防災活動拠点としての機能
を維持する。

16,658

3 一般 9 1 1 234消防力の強化 職員研修に要する経費 消防総務課 ○ 　　

①消防職員として業務遂行上必要な専門知識及び技能を
習得するため、消防大学校等の各種研修所に派遣する。
②災害の増加及び複雑多様化に対応するため、継続的に
知識及び技術の修得が必要である。

4,213 4,603
6精査・検
証

①専門的な知識や技術は、外部機関による取得以外に方
法はなく、救急救助体制の確立には必要不可欠である。
②消防力維持のため、計画的に職員研修を実施していく必
要がある。

3,963

4 一般 9 1 3 234消防力の強化 消防車両更新事業 消防総務課 ○ ○

①消防活動を維持するために必要な、消防車両及び車両積
載品を更新整備する。
②鎌ケ谷市消防用自動車更新計画に基づき更新している
が、消防力の整備指針改正等を踏まえ、本市の車両台数、
更新計画を継続的に検討する必要がある。

46,630 38,375
6精査・検
証

①市民の安全安心のため消防車両等の更新は、継続して
いかなければならない。
②本市の地域実情に見合った車両及び資機材を検討し、よ
り迅速且つ、的確な活動が出来る車両を更新整備する。

94,530

5 一般 9 1 3 234消防力の強化 消防本部庁舎建替事業 消防総務課 ○ ○

①耐震性能に優れた消防本部庁舎に建替えることにより、
災害活動拠点としての機能を確保する。
②近隣家屋の事後調査及び対象家屋の住民に対する物件
補償が完了した。

125,419 1,324 1終了
①建替及び近隣家屋への物件補償が完了し、事業すべて
が完了したため。
②なし

0

6 一般 9 1 3 234消防力の強化 中央消防署改修事業 消防総務課 ○ ○

①竣工から４８年経過（昭和４５年竣工）した中央消防署の
外壁等を改修することにより、建物の長寿命化を図るととも
に、災害活動拠点としての機能を確保する。
②改修工事に伴い隣地住民への影響及び災害出場に支障
が生じないよう考慮する必要がある。

0 3,340
6精査・検
証

①消防庁舎は災害活動拠点としての機能を維持していくこ
とが必要不可欠であるため。
②実施設計に基づき、老朽化した中央消防署外壁等の改
修工事を実施する。

32,400

7 一般 9 1 3 234消防力の強化
中央消防署非常用自家発電設備更新
事業

消防総務課 ○ ○

①設置から３７年が経過した中央消防署の非常用自家発電
設備を更新することにより、災害活動拠点としての機能を確
保する。
②災害活動に影響がないよう工事中の消防署の機能維持
について調整する必要がある。

0 338
6精査・検
証

①消防庁舎は災害活動拠点としての機能を維持していくこ
とが必要不可欠であるため。
②実施設計に基づき、老朽化した中央消防署非常用自家
発電設備の更新工事を実施する。

12,600


